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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面を開口した本体と、該本体の前面開口に装着される透光性を有するライトカバーと
、前記本体と前記ライトカバーに囲まれる空間に配設される反射鏡と、反射鏡内に配設さ
れるチップＬＥＤとを備え、
　前記反射鏡は、放物面を内側に有する椀部と、該椀部外側を囲うように形成され、前記
ライトカバー内周面に装着される固定枠とを有し、前記椀部には放物面の略頂点位置に、
前記チップＬＥＤが差し込まれるチップＬＥＤ差込口を形成し、前記固定枠に開口部を形
成すると共に、
　前記反射鏡は、透光性材料にて形成され、内面および外面に反射面を形成し、前記チッ
プＬＥＤ差込口内周面には反射面を形成することなく透光性を有する導光面を形成し、前
記椀部外面の前記開口部と対向する位置には反射面を形成することなく透光性を有する透
光面を形成したことを特徴とする前照灯。
【請求項２】
　前記反射面を形成する方法として真空蒸着法を用いて反射性を有する膜を形成させるこ
とを特徴とする請求項１記載の前照灯。
【請求項３】
　前記反射性を有する膜がアルミニウムの膜であることを特徴とする請求項１または請求
項２記載の前照灯。
【請求項４】
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　前記反射面を形成する方法としてニッケルクロムメッキを用いた請求項１記載の前照灯
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、チップＬＥＤを光源とした前照灯に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電球を光源として、前方向への照度を確保し、かつ、側方向からの視認性を向上させる
自転車用前照灯が知られている（特許文献１）。特許文献１は、光源から発せられる光の
一部を側方向へ漏光させるために反射鏡の側面の一部に開口部を設け、開口部に対向する
本体の側面に透光性を有する透光体を形成し、電球から発せられる光の一部が、開口部を
介して透光体から漏光することで、側方向からの視認性を向上させる構成としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１３３１５１号公報
【発明の概要】
【０００４】
　特許文献１は、反射鏡の放物面の一部に開口部を設けることで、光の一部を側方向へ漏
光する構成であるため、開口部からは前方向への照射がなくなり、前方向を照射する光の
うち反射鏡の開口部に対応する部分が暗くなって、前方向の視認性が悪くなるという問題
がある。
近年、チップＬＥＤは電球と比べて高輝度、低消費電力、高耐久性等といった利点が考慮
され、光源としてチップＬＥＤを用いた前照灯が開発されている。チップＬＥＤを光源と
して用いる場合、チップＬＥＤの特性上、チップＬＥＤは反射鏡を形成する放物面の頂点
近くに設置されるのが一般的である。
本発明は、このチップＬＥＤが反射鏡の放物面の頂点近傍に配置されるという構造上の特
性を利用して、反射鏡の放物面に開口部を設けることなく、光を左右側方向や下方向等任
意の方向へ漏光できる前照灯を提供することを課題とするものである。
【０００５】
　本発明の前照灯は、前面を開口した本体と、該本体の前面開口に装着される透光性を有
するライトカバーと、前記本体と前記ライトカバーに囲まれる空間に配設される反射鏡と
、反射鏡内に配設されるチップＬＥＤとを備え、前記反射鏡は、放物面を内側に有する椀
部と、該椀部外側を囲うように形成され、前記ライトカバー内周面に装着される固定枠と
を有し、前記椀部には放物面の略頂点位置に、前記チップＬＥＤが差し込まれるチップＬ
ＥＤ差込口を形成し、前記固定枠に開口部を形成すると共に、前記反射鏡は、透光性材料
にて形成され、内面および外面に反射面を形成し、前記チップＬＥＤ差込口内周面には反
射面を形成することなく透光性を有する導光面を形成し、前記椀部外面の前記開口部と対
向する位置には反射面を形成することなく透光性を有する透光面を形成したことを特徴と
する。
【０００６】
　前記反射面を形成する方法として、真空蒸着法を用いて、またはニッケルクロムメッキ
を用いて、反射性を有する膜を形成することが好ましい。
【０００７】
　前記真空蒸着を用いて形成する反射面は、アルミニウムの膜であることが好ましい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の請求項１によると、前方向への十分な照度を確保しつつ、左右側方向へ光を漏
光することができ、また透光面および開口部を任意の場所に形成することで、左右両側方



(3) JP 5420344 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

向、下方向、右側方向のみ等の任意の方向へ光を漏光させることができる等の効果を奏す
る。
【０００９】
　請求項２によると、真空蒸着法の基本原理は簡素であるため、実施例で想定している材
料以外の材料を使っても反射面を形成することが可能である等の効果を奏する。
【００１０】
　請求項３によると、反射する材料をアルミニウムとすることで、重量を軽くすることが
できるという利点に加え、アルミニウムの供給は安定しているので材料調達の面で問題が
少ない等の利点が得られる等の効果を奏する。
【００１１】
　請求項４によると、ニッケルクロムメッキによって反射面を形成するため、剥離しにく
い反射面を形成することができる等の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の上面から見た状態の断面図である。
【図２】同側面から見た状態の断面図である。
【図３】同正面から見た状態の断面図である。
【図４】本発明の反射鏡と治具との接続状況を示す斜視図である。
【図５】反射鏡の断面図である。
【図６】同背面図である。
【図７】同側面図である。
【図８】同正面図である。
【図９】本発明の自転車取り付け時における側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明実施形態を図１乃至図９に基づいて以下に詳述する。
【００１４】
　１は前面を開口した本体、２は前記本体１の前面開口を覆って装着される透明または半
透明の樹脂にて形成された断面略コ字状のライトカバーで、開放側端部が前記本体１開口
縁に当接した状態で、前記本体１にネジＡで固定されている。３は前記本体１と前記ライ
トカバー２で囲まれる空間に配設される椀状の反射鏡で、内側に放物面を形成する椀部４
、および前記椀部４を囲うように形成された固定枠５とを有しており、前記固定枠５外周
面をライトカバー２内周面に圧入嵌合してライトカバー２に固定されている。前記固定枠
５には、左右両側方に略矩形の開口部６が形成されている。前記反射鏡３の椀部４内側に
形成された放物面の略頂点位置には、チップＬＥＤ差込口７が形成されている。８は前記
反射鏡３の椀部４外側にネジＢで固定される電子回路基板で、前記チップＬＥＤ９が装着
されており、該電子回路基板８が前記反射鏡３に固定された状態で、前記チップＬＥＤ９
が前記チップＬＥＤ差込口７内に位置するように構成されている。
【００１５】
　前記反射鏡３は、透光性を有する合成樹脂等の材料にて形成され、内面および外面に反
射性を有する材料としてアルミニウムが真空蒸着法により蒸着されて反射面が形成されて
おり、前記チップＬＥＤ差込口７の内周面に形成される導光面１０と、少なくとも前記椀
部４外側の面のうち前記開口部６に対向する位置に形成された透光面１１が形成されてお
り、導光面１０および透光面１１は、後述するようにアルミニウムが付着せず、光が透過
するように構成されている。
【００１６】
　図１は本発明の上面から見た断面図であり、チップＬＥＤ９から発せられる光の光路を
示している。チップＬＥＤ９から発せられた光の大部分は、反射鏡３の反射面により前方
へ集光され、前方向への照度を確保している。チップＬＥＤ９から発せられた光の一部は
、導光面１０から反射鏡３内へ導光され、反射鏡３内面および外面に形成された反射面に
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より反射鏡３内で反射されて透光面１１まで導かれ、透光面１１から開口部６およびライ
トカバー２を介して前照灯の左右両側へ漏光され、左右両側方向からの視認性を向上させ
る。
【００１７】
　次に、反射鏡３表面へのアルミニウムの蒸着方法を説明する。反射鏡３を図２に示すご
とく、治具１２に装着する。治具１２は、チップＬＥＤ差込口７内周面に嵌合して反射鏡
３を保持する保持部１３と、保持部１３に反射鏡３のチップＬＥＤ差込口７内周面を嵌合
した状態で反射鏡３裏面に当接して当接部分へのアルミニウムの蒸着を防ぐマスキング部
１４を有している。保持部１３がチップＬＥＤ差込口７内周面に嵌合することによりアル
ミニウムの蒸着を防止して導光面１０を形成すると共に、マスキング部１４が反射鏡３裏
面に当接する部分にアルミニウムの蒸着を防止して透光面１１を形成している。
【００１８】
　この構成によれば、前記反射鏡３の放物面に開口部を設けずに、側方へ漏光させること
ができるため、前方を照射する光が暗くなることはない。
【００１９】
　尚、上記実施形態では、前照灯の左右両側方向に漏光するよう構成したが、開口部６の
位置および透光面１１を形成する治具１２のマスキング部１４の形状を変更することによ
り、左右両側方向以外の方向、例えば、下方向、右側方向のみ等の任意の方向に漏光させ
るよう構成することができる。
【００２０】
　また、上記実施形態では、反射鏡３の固定枠５外周面に開口を設けることで開口部６を
形成したが、例えば、反射鏡３の内面および外面にアルミニウムを真空蒸着させる際、開
口の代わりに固定枠５に透光面を形成させることで開口部６を形成してもよい。
【００２１】
　また、上記実施形態では、反射鏡３の内面および外面にアルミニウムを真空蒸着させて
反射面を形成する方法を用いたが、例えばニッケルクロムメッキ等の周知の製膜手段を用
いても良い。ここで言う真空蒸着法とは、抵抗加熱式、高周波過熱式、レーザー加熱式、
スパッタリング、イオンプレーティング等の一般的に総称されるところの真空蒸着法を指
し、ニッケルクロムメッキとは下地となる樹脂を導体化するために無電解メッキによりニ
ッケルをメッキし、最終層として電解メッキによってクロムをメッキする方法を指す。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明は、自転車、自動二輪車等のチップＬＥＤを光源として用いた前照灯に広く利用
可能である。
【符号の説明】
【００２３】
　　　１　　本体
　　　２　　ライトカバー
　　　３　　反射鏡
　　　４　　椀部
　　　５　　固定枠
　　　６　　開口部
　　　７　　チップＬＥＤ差込口
　　　８　　電子回路基板
　　　９　　チップＬＥＤ
　　　１０　導光面
　　　１１　透光面
　　　１２　治具
　　　１３　保持部
　　　１４　マスキング部
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【図１】



(6) JP 5420344 B2 2014.2.19

【図２】
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【図３】
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【図７】
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【図９】
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